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2023 -214 2023/11/1
People’s Liberation Air Force Drill with 
Chinese Carrier Shandong

中国空軍が空母「山東」と訓練
USNI News
2023/11/1

海上自衛隊創設以来最大規模の海演が、11月10日から始まるということです。
米、豪、加海軍が参加し、フィリピン海軍がオブザーバー参加の予定です。台湾
周辺、フィリピン周辺では、中国軍によるハラスメントが続いています。 岩﨑洋一

2023 -215 2023/11/2
UPDATED: Adm. Lisa Franchetti Sworn 
in as 33rd Chief of Naval Operations

最新版：リサ・フランケッティ大将が
第33代CNOに就任

USNI News
2023/11/2

ようやく海軍作戦部長、空軍総司令官、海兵隊副総司令官が正式に議会承認さ
れました。海兵隊のスミス総司令官は先日（過労のためか？）心臓発作で緊急
入院し、現在は快方に向かっているということです。 岩﨑洋一

2023 -216 2023/11/7
Ukraine Destroyed an Enemy Missile 
Ship That Had Not Even Left Shipyard 
For the First Time in History

ウクライナ、史上初めて造船所から
出る（就役）前の敵ミサイル艦を破
壊

Defense Express
2023/11/7

セバストポリの造船所に続いて、同じクリミア半島東側のケルチの造船所もウク
ライナ軍によるミサイル攻撃を受け、就役直前のコルベットが被弾大破した模様
です。最初はウクライナのプロパガンダかと思いましたが、映像や写真がネット
上に公開されているので事実のようです。ウクライナ軍はまともな艦艇を持たな
いのに確実にロシア海軍の艦艇を破壊しています。

佐々木司

2023 -217 2023/11/7
Navy to Award Long-Delayed Overhaul 
Contract for USS Boise in 2024

海軍はずっと遅れていた原潜「ボイ
シ」の検査修理を2024年に発注へ

USNI News
2023/11/7

米海軍の潜水艦メンテナンスの工事遅れが大変なことになっているのは、以前
から指摘されていました。この記事の着目すべきところは、その具体的な数字が
明らかにされているところです。
・原潜「ボイシ」のオーバーホールは海軍工廠の工事渋滞で10年近く遅れていた
・ロサンゼルス級攻撃型潜水艦が2020年に初めてニューポートニューズに入港
したが、その艦も検査修理を3年以上待たされていた
・2019年度の遅延日数は平均1,500～1,600日だったが、2022年度には約1,100
日まで減らした
・攻撃型原潜の検査修理を開始する際の材料の手配状況は、昨年と同じく40～
50パーセントのまま、・・・2026年までに90パーセントという目標に向けて取り組ん
でいる
・定期検査と近代化改修については、それぞれ50パーセントを下回っていた。今
では92パーセントと96パーセントに達している
・運用可能な攻撃型潜水艦の割合を増やそうと今も努力しているが、現在は約
64〜67パーセント
・過去10年間で、予定通りに完工日を迎えたのは20〜30パーセント
というものです。
現役の皆さん、自信を持ってください。

岩﨑洋一

2023 -218 2023/11/7
Crowded Newport News Shipbuilding 
Pushing Carrier Work to Other Yards

ニューポートニューズ造船所の作業
混雑は空母の仕事を他の造船所に
押しやる

USNI News
2023/11/7

昨日の記事と関連しますが、米国の艦艇建造所は今、空前の建造ラッシュでも
あるということです。
空母を唯一建造しているハンティントン・インガルスのニューポートニューズ造船
所は、空母の建造ブロックの一部を近傍の民間造船所に下請に出すことにした
ようで、フォード級3番艦「エンタープライズ」の排水量の10％分のブロックを担当
するようです。

岩﨑洋一

2023 -219 2023/11/8
Destroyer Looks Radically Different 
After Electronic Warfare Upgrade

駆逐艦の見た目が電子戦アップグ
レードの後、激変

THE WAR ZONE
2023/11/8

 電子戦機能を向上させたアーレイ・バーク級が艦隊に復帰しました。見た目より
も戦闘能力の向上と言う、艦船の基本的な部分を重視したため、このような上構
になったのでしょうが、「うーん」という感じです。 川原梅三郎

2023 -220 2023/11/10 VIDEO: B-21 Raider Makes First Flight ビデオ：B-21レイダーが初飛行
USNI News
2023/11/10

1機7億ドル（約1,000億円）の新型爆撃機の初飛行が確認されました。B-1やB-
2、そしてB-52の後継とされています。2020年代半ばに部隊配備の予定です。
（下線は訳者） 岩﨑洋一

2023 -221 2023/11/11
Ukraine Blows Russian LCUs With 
Kamikaze USV

ウクライナ、神風USVでロシアの
LCUを撃破

Naval News
2023/11/11

ウクライナが自爆USVを用いてまたロシア艦艇に被害を与えました。視認性が悪
くRCSも小さいUSVは遠距離では探知が困難で、夜間攻撃されるとさらに探知が
難しくなります。また、機関砲で迎撃したくても遠方では命中が困難で、複雑な挙
動で高速急接近すると近距離でも照準が困難です。安価なUSVで高価な艦艇を
攻撃する手法は今後さらに進展すると思われます。

佐々木司
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2023 -222 2023/11/13
Japanese Izumo-class Warship Headed 
to East Coast for F-35B Trials as U.K. 
Carriers Expand JSF Capabilities

英国空母がF-35の能力を高めたよ
うに、日本のいずも級ヘリ空母がF-
35B試験で米東海岸へ向かう

USNI News
2023/11/20

なぜ東海岸なのか分かりませんが、来年「かが」？が米国にＦ-35Ｂの運用試験
に出かけるそうです。
現在「プリンス・オブ・ウェールズ」で行われている短距離着艦（SRVL）試験も注
目です。

岩﨑洋一

2023 -223 2023/11/20
State Dept. Signs off on $2.3B 
Japanese ‘Counterstrike’ Tomahawk 
Missile Buy

米国務省が23億ドルの日本の「カウ
ンターストライク（反撃能力）」トマ
ホーク購入に署名

USNI News
2023/11/20

対地攻撃トマホークを400発購入するということですが、戦略的思考を今まで持っ
たことのない日本が、現状の兵力ストラクチャーの下で、果たして発射にＧｏサイ
ンを下せるでしょうか・・・？ 岩﨑洋一

2023 -224 2023/11/22
USS Thomas Hudner Downs Multiple 
Drones Launched from Yemen

「トーマス・ハドナー」がイエメンから
打ち出された複数の無人機を撃墜

USNI News
2023/11/22

米海軍は常に戦闘状態です。何を用いて撃墜したかは書いていません。

岩﨑洋一

2023 -225 2018/4/11
Naval Systems: Electric Drive Becomes 
Reality

海軍システム：電気駆動が現実に
Proceedings
2018/4/11

DD-21建造に着手する前に米国議会調査局による「米海軍艦船の電気駆動推
進：議会の背景と問題（2000年7月31日）」を踏まえ、ズムウォルト級の電気駆動
が現実化された５年ほど前の状況である。議会報告において各種電動機の比較
検討を踏まえ、その後も海軍内で検討が進められていたようであるが、最終的に
１番艦及び２番艦とも「高トルク永久磁石電動機」の採用を見送り「先進誘導電動
機(AIM)」とされたものである。

工藤悟

2023 -226 2023/10/26
Nuclear-armed submarine suffered 
malfunction

原子力潜水艦で故障発生
BBC
2023/10/26

英国海軍の原潜Vanguardが潜航中に主深度計が故障し、乗員が水平航行して
いると錯覚しつつも実際には深度を下げていた危険事案があったそうです。副深
度計で深度の異常に気付いたエンジニアが乗員に通報して事故は防げたようで
すが、一歩間違うと圧壊につながる大惨事となるところでした。安全上最も気を
遣うはずの計器異常にすぐに気が付かなかったのでしょうか？

佐々木司

2023 -227 2023/11/27
South Korea Seeks Naval Shipbuilding 
Opportunities In North America

韓国、北米で海軍艦船の建造機会
を模索

Naval News
2023/11/27

何時の間にか、韓国が米国へ進出しています。我が国では米艦船の修理を拡大
する話は出ていますが、遅々として進んでいません。大手造船所の体力の問題
もあるのでしょうが、頑張って貰いたいと思います。 川原梅三郎

2023 -228 2023/11/26
Chinese Aircraft Carrier Fujian 
Commences Catapult Testing

中国空母福建においてカタパルト試
験開始

Naval News
2023/11/26

中国海軍３隻目の空母福建でカタパルトの試験が実施されたようです。試験ビー
クルをカタパルトから射出した映像が流出しました。この試験はカタパルト装備の
空母では世界共通です。画像は浦東上海国際空港離陸直後の航空機から撮影
された模様ですが、試験の日時まで外部に流出していたのでしょうか、絶妙の撮
影タイミングです。

佐々木司

2023 -229 2023/10/10
A guide to RFA Proteus – the UK’s 
new seabed warfare vessel

RFA Proteus - 英国の新しい海底
戦艦艇の解説

NAVY LOOKOUT
2023/10/10

本記事は、昨年9月のノルド・ストリーム・パイプラインの破壊事案を受けて、同じ
く昨年3月に発表された「国家造船戦略」の目玉であった「国家旗艦計画」をキャ
ンセルしてまでも、実現を急いだ英国の多目的海洋監視 (MROS) 艦の概要解説
です。既就役船を流用してまでも、本艦の整備を急いだ、英国の危機感が伝
わってきますが、計画修正への柔軟性に驚くばかりです。英国が如何に海底イン
フラの保全を重視しているかがわかります。勿論、同じ島国である我が国も他人
事ではありません。海底インフラの他、重要港湾・航路帯等周辺の常続的な監視
活動の重要性は、官民問わず、認識を高める必要があるのではないでしょう
か？

本山泰之
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